第12回Scandinavia消化器病学会印象記(学会) by 奥井,勝二
〔千葉室学 55，61，1979J 
〔学会] 第12回 Scandinavia消化器病学会印象記
昭和53年 8月24，25，26日の 313間 Sweden，Lund 
大学病院講堂で第12田 Scandinavia消化器病学会が同
大学外科 StigBengmark教授が会長で開催された。こ
れに出露することが出来たのでその時象記を書く。
この学会に所属している会員法北歌 Sweden，Den-
mark，Norway，Finland，Icelandの5カ国の医師が主
で，毎年1呂開寵されている。当日参会した会員は 300
人程であり，日本の讃化器痕学会に比L.-，静かな雰囲気
であったが，討論時開が十分あ!J，活発であった。
主な内容辻別表の通りであるが，日本と疾患の頻度の
違い，関心度の差異などもあ予，内容はかなり異るものが
あるように感じた。先づ特別講演として，米包 Tene-
ssee，Vanderbild大学 H. William Scott教授の 
μResults of Jejunoileal bypass in over 200 patients 
with massive obesity"があヲ，欧米に多い詑満症の生
理，生化学，病理，外科治療成緩，傷後合併症等につい
て誌括的講演があり，次いで Sympodiumも本症につい
て行なわれ，そのテーマは "Massiveobesity Surgical 
treatment or diet regimen ?"であり， 4人の Speaker
の発表と討論が為った。本症は日本では比較的少ない疾
患であり，関JO度も低く，外科的治療もそれ程多く行な
われてないと患うが，これから食料事需その他からから
かかる患者も多くなると考えられる。まだ多くの爵題点
も残されており，外務的治療も本務的に検討を要する段
譜になったという印象をうけた。
その他一般演題では臓器別でみると，肝，胆道， H幸，
揚に関する演題が多く，食道，胃に関するものが比較的
少ないものも日本と異る娃であり，その内容では箔化管
ホルモン，沼化器疾患の免疫学，担汁畿分諮等の生化学
的分析に関する発表が多かった。一般演題は48題，その
廷かに展示発表が30題ほどあち，謹会であった。
なお前日の2313には Malmoで北欧消化器内視鏡学会
が開擢され，これにも出霜したが，治北器内視鏡診断学
は日本が担当進歩しているという印象をうけた。
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